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序－１ 本調査の目的・対象地域 
 
（１）本調査の目的 
北陸圏は、古くから続く歴史が培った多様な伝統・文化、特色ある自然、多様で豊かな食など、

元来、地域資源に恵まれた圏域である。北陸圏においては、将来的な人口減少時代の到来が予想

されるなか、この特徴（強み）を活かして、北陸圏の知名度向上や国内外からの観光交流の強化

に向けた魅力ある地域資源の活用に取り組んでいくことが重要な課題となっている。 

また、２００８年の東海北陸自動車道全線開通や数年後の北陸新幹線開業が迫るなかで、これ

ら交通基盤整備による新しい人的交流ポテンシャルを有効に活かした地域活性化に向けた地域戦

略を構築することが、緊急の課題となっている。 

こうしたなか、本調査は、北陸地域の知名度向上や国内外からの交流の強化に向け、魅力ある

地域資源を活かした北陸地域における観光交流活発化に資する具体的方策（仕掛け）について、

関係機関が連携し検討を行い、もって「北陸圏広域地方計画」策定に向けた協議において北陸圏

の将来像に掲げられている「世界に開かれた日本海側における交流の中枢拠点」の実現を図るこ

とを目的にする。 
 
 
（２）調査対象地域 
・広域地方計画の圏域に合わせ、北陸圏（富山県、石川県、福井県）を対象地域とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石川県

富山県

福井県
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序－２ 調査検討の体制 
 
（１）組織体制 
・主に大局的見地から全体の方向性について協議を行う「北陸圏交流活発化方策調査検討委員会」

と、実践的見地から今後の仕掛けにつながる意見交換を行う「北陸圏交流活発化方策調査検討

委員会ワーキング」を設立し、議論を重ねた。 
 

北陸圏交流活発化方策調査検討委員会 

目的：北陸圏を核とした交流の活性化に資する仕掛けづくりに関して、全体

の方向性について意見交換、協議を行う。 
  

北陸圏交流活発化方策調査検討委員会ワーキング 

目的：北陸圏を核とした交流の活性化に資する仕掛けづくりに関して、具体

的な方策を実践的な視点で議論し、委員会に諮る。 
 

委員会開催の様子（写真は第 1回委員会，平成 20 年 11 月 27 日開催） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ワーキング開催の様子（写真は第 2 回ワーキング，平成 20 年 12 月 25 日開催） 
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（２）委員会・ワーキング開催経緯 
 
第 1回  

委員会 
平成 20 年 11 月 27 日

(木)13:00～ 

ウェルシティ金沢 

（金沢市） 

(1)本調査の目的、位置づけ 

(2)本調査の進め方 

(3)報告事項〔人的交流の実態把握・ニーズ分析〕 

(4)今後のスケジュールについて 

   

第 1 回 

ワーキング 
平成 20 年 11 月 27 日

(木)15:00～ 

ウェルシティ金沢 

（金沢市） 

(1)本調査の目的、位置づけ 

(2)本調査の進め方 

(3)報告事項〔人的交流の実態把握・ニーズ分析〕 

(4)今後のスケジュールについて 

   

第 1 部 七尾中心部の視察 一本杉商店街・語り部処 第 2回 

ワーキング 
平成 20 年 12 月 25 日 

(木)15:00～ 

七尾産業福祉センタ

ー２階ホール 

（七尾市） 

第 2部 ワーキング 

(1)第１回ワーキングの主なご意見 

(2)北陸における交流活性化に関する課題整理 

(3)「北陸らしさ」を備えた地域資源の掘り起こし 

(4)意見交換 

   

第 1 部 城端の観光まちづくり視察 第 3回 

ワーキング 
平成 21 年 2 月 3日 

(火)13:00～ 

桜ヶ池クアガーデン 

（南砺市城端町） 

第 2部 ワーキング 

(1)事例報告 地域情報の掘り起こしと効果的な発信方法（棟

方志功の例を通じて）奥野委員 

(2)第３回ワーキングの論点 

(3)北陸圏として観光交流活発化のために取り組むべき課題 

(4)北陸圏として観光交流活発化のために取り組むべき具体

的方策（仕掛け） 

   

第 2 回 

委員会 
平成 21 年 2 月 17 日 

(火)13:00～ 

ウェルシティ金沢 

（金沢市） 

(1)第 2 回委員会の論点 

(2)北陸圏として観光交流活発化のために取り組むべき課題 

(3)北陸圏として観光交流活発化のために取り組むべき具体

的方策（仕掛け） 

   

第 1 部 三国の観光まちづくり視察 第 4回 

ワーキング 
平成 21 年 2 月 25 日 

(水)13:00～ 

三国商工会 

（坂井市三国町） 

第 2部 ワーキング 

(1)話題提供 北陸の見え方・今後のメディア戦略 

 『自遊人』編集長 岩佐十良 
(2)北陸交流活性化の課題・仕掛（追加・修正点） 

(3)連携・推進体制のフィージビリティスタディ 

   

第 3 回 

委員会 
平成 21 年 3 月 24 日 

(火)10:00～ 

ウェルシティ金沢 

（金沢市） 

(1)広域的な人的交流の実態把握・ニーズ分析 

(2)北陸交流活性化の課題・仕掛 

(3)連携・推進体制のフィージビリティスタディ 
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（３）委員構成 
 

北陸圏交流活発化方策調査検討委員会 委員 
 

氏 名 所属・役職等 

安島 博幸 立教大学観光学部教授 

長尾 治明 富山国際大学現代社会学部教授 

寺井 幹男 富山県知事政策室 観光・地域振興局長 

三 国  栄 石川県観光交流局長 

須 藤  治 福井県産業労働部長 

畠山 正樹 北陸経済連合会専務理事 

酒 井  毅 北陸経済研究所地域開発調査部担当部長 

沢登 次彦 ㈱リクルート じゃらんリサーチセンター長 

永崎 泰雄 
海外観光客誘客推進協議会副会長 

（立山黒部貫光㈱営業推進部長） 

鳥本 政雄 
能登包機受入協議会代表幹事、Yokoso! Japan 大使 

（加賀屋専務取締役） 

美濃屋征一郎 あわら市観光協会長（みのや泰平閣代表取締役） 

宮島 潤一 
(社)日本旅行業協会石川地区会石川誘客委員会委員長 

（JTB 中部金沢支店長） 

日野 虎彦 中日本高速道路(株)金沢支社長 

大平 竜士 西日本旅客鉄道(株)金沢支社営業課長 

奥 平  純 全日本空輸(株)金沢支店長 

中田 哲也 農林水産省北陸農政局企画調整室長 

阿部   聡 経済産業省中部経済産業局産業部長 

小池 幸男 国土交通省北陸地方整備局企画部長 

柳原 拓治 国土交通省北陸信越運輸局企画観光部長 

森  勝 彦 国土交通省中部運輸局企画観光部長 

                                  ※敬称略 
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北陸圏交流活発化方策調査検討委員会ワーキング 委員 

 

氏 名 所属・役職等 

長尾 治明 富山国際大学現代社会学部教授 

櫻井 泰典 富山県知事政策室 観光・地域振興局観光課長 

西口 寿一 石川県観光交流局交流政策課長 

宮島 康行 福井県産業労働部観光振興課長 

水上 靖仁 北陸経済連合会事務局長 

島崎 敏一 富山県観光連盟事務局長 

斎藤 隆志 石川県観光連盟事務局長 

酒井 仁志 福井県観光連盟観光プロデューサー 

富岡  昭 (株)日本旅行北陸営業部チーフマネージャー 

久保 浩樹 西日本旅客鉄道(株)金沢支社営業課観光推進室長 

江口 喜信 
中日本高速道路株式会社金沢支社 

 総務企画部企画調整チーム・チームリーダー 

山村倫太郎 ANA セールス㈱金沢支店マネージャー 

奥野 達夫 
南砺市立福光美術館館長 

ＮＰＯ法人グリーンツーリズムとやま副理事長 

健名 史朗 
ＮＰＯ法人なんと－ｅユビキタスネットワーク協議会 理事 

（南砺市・城端観光協会専務理事） 

岡田 基義 加賀市観光情報センターKAGA 旅・まちネット所長 

谷内 博史 七尾街づくりセンター株式会社事業部長 

田中 滋子 ロハス越前 事務局長 

大和久米登 
NPO三国湊魅力づくりプロジェクト 副理事長 

（有限会社三國湊座 代表取締役） 

大豆生田清志 農林水産省北陸農政局企画調整室調整官 

新藤 公人 
経済産業省中部経済産業局総務企画部参事官 

（産業観光・サービス産業担当） 

市村 幸晴 国土交通省北陸地方整備局企画部事業調整官 

桶谷 光洋 国土交通省北陸信越運輸局企画観光部計画調整官 

梅村 栄一 国土交通省中部運輸局企画観光部計画調整官 

                                  ※敬称略 
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序－３ 調査フロー  
北陸圏における交流の現状 外部環境の変化 

1-1 北陸圏における交流の現状（国内） 

(1)北陸圏における観光交流の概況 

(2)人的交流の実態整理 

(3)北陸圏外からの人的交流の実態 

(4)北陸圏内の人的交流の実態 

（宿泊旅行） 

(5)北陸圏内の人的交流の実態 

（観光等の日帰り旅行） 

(6)北陸の認知度 

1-3 東海北陸道の全線開通、北陸新幹線

の開通に伴う新たな人的交流ニーズの

可能性及び波及効果分析 

(1)東海北陸道の全線開通による効果 

(2)北陸新幹線の開通に伴う交流人 

(2)口増加のケーススタディ 

(3)波及効果のケーススタディ 

1  圏域内

外の広域的

な人的交流

の 実 態 把

握・ニーズ

分析 

1-2 北陸圏における交流の現状 

（インバウンド） 

(1)北陸圏における外国人の交流の概況 

(2)外国人旅行者の特徴 

(3)外国人旅行者の圏域外からの移動状況 

(4)北陸に対するニーズ・認知度等 

1-4 観光交流の全国的な動向と今後のト

レンド 

(1)観光における全国動向 

(2)旅行のトレンド・社会動向 

    

    

２ 「北陸らしさ」を備えた地域資源 

の掘り起こし 

  

３ 他圏域等における交流活発化の具体

的方策の把握 

2-1「北陸らしさ」の再整理 

 (1)自然環境から見た北陸 

(2)歴史的背景から見た北陸 

(3)指標等から見た北陸 

(4)北陸らしさの再整理 

 

 

3-1 九州観光推進機構による取組み状況 

3-2 東北観光推進機構による取組み状況 

3-3 北陸圏の広域組織・各県による取組

み状況 2-2「北陸らしさ」を備えた地域資源の 

2-2 活用実態の現状 

 (1)地域資源の活用実態 

  

      

      

4-1 北陸圏における交流活発化の方向性・課題・具体的方策の

位置づけ 

(1)北陸圏で連携すべき交流活発化の方向性 

(2)北陸圏における観光交流活発化の課題・具体的方策 

（仕掛け）の設定 

 (3)北陸圏における交流活発化の具体的方策の位置づけ 

 

4-2 交流活発化の方向性・具体的方策 

方向１ 北陸の認知度向上 

方向２ 北陸の魅力を高める・旅行者の満足度を高める 

 

 ４ 北陸圏にお

ける交流活発化

の課題・具体的

方策（仕掛け）

の検討 

4-3 実現化方策 

(1)連携・推進体制 

(2)スケジュール 

 

 


